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チャット ウィンドウ

チャット ウィンドウは次の要素から構成されてい
ます。

• [ 検索またはダイヤル ] バー

• 複数のチャット用のタブ

• 連絡先のピクチャとプレゼンス ステータス

• チャット コントロール

チャット コントロール

チャット コントロールでは、次の操作を実行でき
ます。

• スクリーン キャプチャの撮影

• ファイルの転送

• 顔文字の送信

• フォントのサイズと色の調整

• チャットへの参加者の追加

【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意
（www.cisco.com/jp/go/safety_warning/）をご確認ください。
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をご了承ください。
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プレゼンス ステータス
Cisco Jabber では次のプレゼンス ステータスを使用し
ます。

マーク表示のアイコン

グレースケール アイコンを使用するには、メイン ウィ
ンドウで [ 表示 ] > [ プレゼンスをマークで表示 ] を選択
します。

コール ウィンドウ

コール ウィンドウは、チャット ウィンドウと統合され
ており、次の要素から構成されます。

• ポップ アウト コントロール

• コール コントロール
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ポップ アウト コントロール
ポップ アウト コントロールを使用して、チャット ウィ
ンドウとコール ウィンドウを切り離すことができます。

ポップ アウト コントロールはコール ウィンドウの右下
にあります。

コール コントロール

コール コントロールでは、次の操作を実行できます。

• 全画面表示への切り替え

• セルフビューの表示切り替え

• キーパッドを開き数字を入力

• オーディオのミュート

• 次の追加コントロールの利用

– コールの保留

– コールの転送

– コールのマージ

– 会議コールの作成

電話コントロール

電話コントロールでは、使用可能なものから電話から
選択し、コールの転送を設定できます。
着信コール

着信コールを受信した場合、チャット メッセージで応
答する、そのコールに応答する、またはそのコールを
拒否することが可能です。

ボイスメール タブ

ボイスメール タブでは、ボイスメール メッセージへの
アクセス、およびボイスメール メッセージの再生と管
理が可能です。

メッセージの削除や、メッセージからコールバックを
行うには、ボイスメール メッセージを右クリックしま
す。

このドキュメントに関する注意事項：

ご使用の Cisco Jabber for Windows の展開環境に
よっては、このクイック リファレンス ガイドに記載さ
れている機能やコントロールを利用できない場合があ
ります。

www.cisco.com/jp/go/safety_warning/

